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一
般
質
問令和８年４月より無償運送で町営タクシーを

スタートする
町長

今後どうなる町営タクシー
田た

村む
ら 

康や
す
し

議
員

議
員　
町
は
、
令
和
８
年

４
月
の
開
業
に
向
け
て
町

営
タ
ク
シ
ー
の
準
備
を
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
町

営
タ
ク
シ
ー
と
な
っ
て
い

る
の
か
。

町
長　
令
和
８
年
４
月
か

ら
ま
ず
は
、
利
用
者
、
利

用
エ
リ
ア
等
一
定
の
制
限

を
設
け
、
無
償
運
送
で
町

営
タ
ク
シ
ー
事
業
を
ス

タ
ー
ト
す
る
。
住
民
の

ニ
ー
ズ
は
多
岐
に
わ
た
る

た
め
す
べ
て
に
応
え
ら
れ

る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

議
員　
１２
月
末
で
民
間
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
江
北
営

業
所
の
廃
止
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
構
内

タ
ク
シ
ー
と
し
て
午
前
８

時
か
ら
午
前
０
時
過
ぎ
ま

で
運
行
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
事
業
者
撤
退
後
の
対

応
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　
現
在
の
事
業
者
の

撤
退
後
は
、
町
内
外
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
構
内
タ

ク
シ
ー
の
申
請
を
Ｊ
Ｒ
に

し
て
お
り
、
今
後
は
新
し

く
指
定
を
受
け
た
事
業
者

が
対
応
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
。

議
員　
来
年
４
月
の
町
営

タ
ク
シ
ー
開
業
を
前
に
し

て
再
度
、
地
域
公
共
交
通

会
議
を
開
催
す
る
必
要
は

な
い
の
か
。

町
長　
本
来
の
会
議
の
目

的
で
あ
る
関
係
機
関
の
利

害
調
整
の
場
と
し
て
会
議

を
開
催
す
る
必
要
は
な
い

が
、
町
営
タ
ク
シ
ー
開
業
、

構
内
タ
ク
シ
ー
業
者
の
変

更
、
さ
ら
に
は
生
活
交
通

検
討
し
、
来
年
度
予
算
に

計
上
を
検
討
し
た
い
。

議
員　
不
法
投
棄
常
習
箇

所
に
は
、
職
員
に
よ
る
巡

回
を
強
化
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
。

町
民
生
活
課
長　

現
在
、

職
員
に
よ
る
不
法
投
棄
箇

所
の
巡
回
を
月
２
回
実
施

し
て
い
る
。
今
後
は
、
常

習
的
な
不
法
投
棄
箇
所
に

は
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

に
加
え
、
職
員
に
よ
る
巡

回
を
増
や
す
と
と
も
に
、

警
察
に
も
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
を
依
頼
す
る
よ
う
考

え
て
い
る
。

議
員　
雑
草
の
管
理
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
道

路
沿
い
に
よ
く
ご
み
が
捨

て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
除

草
の
回
数
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
恒
常
的

な
不
法
投
棄
場
所
、
そ
の

沿
線
に
つ
い
て
は
、
町
民

生
活
課
と
連
携
し
、
不
法

投
棄
対
策
と
合
わ
せ
、
除

草
回
数
を
増
や
し
て
実
施

し
た
い
。

路
線
バ
ス
の
問
題
な
ど
町

の
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通

を
考
え
る
、
意
見
交
換
の

場
と
し
て
会
議
を
開
催
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

北海道増毛町の町営タクシー

ニーズを反映した町営タクシー

不
法
投
棄
対
策
強
化
の
考
え
は

町
長　

こ
れ
か
ら
は
摘
発
・
検
挙
に
軸
足

を
移
す

議
員　
１０
月
上
旬
、
上
惣

区
の
東
堤
で
こ
れ
ま
で
に

例
の
な
い
大
量
の
不
法
投

棄
が
発
生
し
た
。
町
内
で

は
、
他
の
場
所
で
も
常
習

的
な
ご
み
の
不
法
投
棄
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
不
法

投
棄
対
策
と
し
て
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
さ
れ
た
が
、

さ
ら
に
設
置
台
数
を
増
や

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長　
不
法
投
棄
対
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
啓
発
、

警
告
の
対
応
か
ら
、
摘
発
、

検
挙
に
軸
足
を
移
し
て
い

き
た
い
。
不
法
投
棄
の
証

拠
を
押
さ
え
る
手
段
と
し

て
監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
を

不法投棄（上惣　東堤）

2令和７年12月 定例会



一
般
質
問

議
員　
ゲ
ー
ト
の
電
動
化

は
、
何
地
区
、
何
か
所
設

置
の
要
望
が
出
て
い
る
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
設
置
箇

所
の
要
望
は
と
っ
て
い
な

い
が
、
本
年
度
の
設
置
箇

所
は
、
排
水
対
策
連
絡
会

で
協
議
し
、
決
定
し
た
。

来
年
度
も
連
絡
会
に
諮
り
、

優
先
順
位
を
踏
ま
え
、
決

定
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
電
動
化
に
対
応
で

き
る
業
者
は
何
社
あ
る
の

か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
現
時
点

で
安
価
に
製
造
で
き
る
業

者
は
白
石
町
の
１
社
の
み

の
た
め
、
他
の
市
町
か
ら

も
多
く
受
注
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
町
の
整
備
が

な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
。

町
内
全
域
へ
の
展
開
、
町

の
財
政
を
考
え
る
と
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
町
内
業
者
に
学

ん
で
い
た
だ
き
、
安
価
に

製
造
で
き
る
業
者
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

議
員　
将
来
的
に
現
場
に

行
か
ず
、
モ
ニ
タ
ー
を
見

て
ゲ
ー
ト
操
作
で
き
る
遠

隔
制
御
シ
ス
テ
ム
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
町
内
で
設
置
必
要

箇
所
が
約
１
３
０
か
所
あ

る
。
遠
隔
化
の
前
に
ま
ず

は
、
電
動
化
を
加
速
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
今
の

課
題
は
技
術
移
転
で
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
者
に
製

造
を
お
願
い
し
て
い
る
。

子供たちの、ニーズをしっかり把握して
適切に設定したい

教育長

心に響く講演会の開催を

議
員　
子
供
た
ち
の
現
状
、

学
習
・
生
活
態
度
、
学
力

等
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
長　

県
の
学
力
調
査

や
国
の
学
習
状
況
調
査
の

分
析
、
授
業
の
様
子
を
踏

ま
え
る
と
学
習
・
生
活
態

度
と
も
落
ち
着
い
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
学
校
が
楽

し
い
と
答
え
た
割
合
が
全

国
平
均
よ
り
高
い
。
た
だ
、

個
人
差
が
大
き
く
、
主
体

性
に
欠
け
る
子
供
も
少
な

く
な
い
状
況
。
学
習
面
で

は
授
業
が
楽
し
い
、
授
業

が
分
か
る
と
回
答
し
た
割

合
が
全
国
平
均
よ
り
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
家
庭
学

習
時
間
が
短
く
小
学
校
、

中
学
校
と
も
に
教
科
面
の

学
力
は
、
必
ず
し
も
い
い

結
果
と
は
言
え
な
い
。
不

登
校
の
実
態
は
、
全
国
の

傾
向
と
同
様
に
小
・
中
学

生
と
も
微
増
で
は
あ
る
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

議
員　
子
供
た
ち
の
現
状

を
み
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
事
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

教
育
長　
一
人
一
人

の
心
に
や
る
気
の
火

を
と
も
し
て
い
き
た

い
。
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
他
市
町

に
先
駆
け
、
英
語
検

定
受
験
料
の
補
助
や

受
験
級
別
の
学
習
会

を
実
施
し
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
た
。
今

後
も
学
校
、
家
庭
と

連
携
し
て
児
童
、
生

徒
の
意
欲
向
上
、
学

力
向
上
に
取
り
組
ん

施設から集中管理　出典：ヤマウラ（株）

ゲ
ー
ト
の
電
動
化

�

進
捗
状
況
は

町
長　

電
動
化

を
加
速
化
さ
せ

る
必
要
が
あ
る

で
い
き
た
い
。

町
長　
教
育
委
員
会
に
は

町
の
子
供
た
ち
の
た
め
に

学
習
習
慣
の
定
着
を
図
り
、

行
動
変
容
を
起
こ
す
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
生
涯

の
友
や
人
生
の
糧
に
な
り

得
る
も
の
を
見
つ
け
る
機

会
等
を
多
く
つ
く
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
子
供
た
ち
の
心
に

響
く
、
や
る
気
を
引
き
出

す
講
演
会
を
計
画
し
て
は
。

教
育
長　

講
演
会
は
、
子

供
た
ち
に
直
接
や
る
気
を

訴
え
る
よ
い
機
会
。
子
供

の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把

握
し
て
適
切
に
設
定
し
て

い
き
た
い
。

江え

頭が
し
ら 

義よ
し

彦ひ
こ

議
員

「中学生の学習状況に関する調査」の結果
１．やる気や集中が続かない� ４７．３%
２．暗記が苦手� １１．６%
３．志望校対策が不安� ７．２%
４．部活と両立ができない� ６．６％
５．勉強しても成績が伸びない� ６．１％
６．模試の得点が伸びない� ５．６％
７．特に課題はない� ５．４％
８．勉強のやり方がわからない� ５．４％
９．目標が持てない� ３．８％
10．授業の内容がわからない� １．０％

子供たちの学力向上

3 令和７年12月 定例会



一
般
質
問

議
員　
ビ
ッ
キ
ー
の
ネ
オ

ン
は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
、「
ビ
ッ

キ
ー
の
か
え
る
＝
無
事
に

帰
る
」
と
の
願
い
を
込
め

て
、
平
成
１３
年
に
設
置
さ

れ
た
。
し
か
し
、
現
在
、

ネ
オ
ン
は
消
灯
さ
れ
、
約

１
年
が
経
過
し
た
。

　
今
後
、
再
び
点
灯
す
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
が
、

今
後
の
対
応
は
。

町
長　
色
々
な
経
緯
が
あ

り
消
灯
と
な
っ
た
。
ネ
オ

ン
設
置
当
初
に
お
い
て
、

ネ
オ
ン
点
灯
に
よ
る
影
響

な
ど
、
将
来
的
な
維
持
管

理
に
関
す
る
十
分
な
検
討

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
現
在
の
状
況
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
う
。

議
員　
現
在
の
エ
キ
・
キ

タ
の
店
舗
営
業
状
況
等
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
新
た
に

２
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
予
定
。

既
存
の
６
店
舗
の
営
業
時

間
は
、
昼
営
業
が
４
店
舗
、

夜
営
業
が
２
店
舗
。
日
曜
、

月
曜
を
休
み
と
し
て
い
る

店
舗
が
多
い
。

議
員　
運
営
形
態
が
変
更

さ
れ
た
が
、
変
更
に
よ
り

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ

た
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
今
年
度

は
、
民
間
並
み
の
家
賃
徴

収
、
ト
イ
レ
清
掃
を
出
店

者
か
ら
業
者
委
託
に
変
更
、

Ｊ
Ｒ
ふ
た
つ
星
お
も
て
な

し
の
出
店
数
拡
大
を
行
っ

た
。
新
規
出
店
者
に
も
ふ

た
つ
星
お
も
て
な
し
に
積

極
的
に
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
、
良
い
影
響
が

あ
っ
た
と
思
う
。

町
長　
現
状
、
多
岐
に
わ

た
る
懸
案
事
項
を
抱
え
て

い
る
た
め
、
町
が
関
与
し
、

時
間
を
要
す
か
も
し
れ
な

い
が
、
環
境
整
備
、
改
善

な
ど
テ
コ
入
れ
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

の
総
合
排
水
計
画
」
を
掲

げ
て
お
り
、
短
期
、
中
期
、

長
期
と
い
っ
た
計
画
期
間

に
お
い
て
効
果
的
な
対
策

を
段
階
的
に
実
施
し
て
い

る
。
最
終
的
に
は
令
和
34

年
の
町
制
１
０
０
年
を
安

心
・
安
全
な
町
と
し
て
維

持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

議
員　
町
の
排
水
対
策
の

３
つ
の
柱
「
流
す
」「
溜
め

る
」「
防
ぐ
」
の
う
ち
他
市

町
か
ら
の
内
水
被
害
を
防

ぐ
対
策
が
未
解
決
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
町
の
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
牛
津
町

永
田
地
区
、
大
町
町
高
良

川
か
ら
の
流
入
に
つ
い
て

は
、
小
城
市
、
杵
藤
土
木

事
務
所
が
内
水
解
析
を
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

解
析
結
果
を
提
供
い
た
だ

い
て
い
な
い
。
引
き
続
き

情
報
提
供
を
求
め
な
が
ら

や
る
べ
き
対
策
を
優
先
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長　
内
水
被
害
は
、
関

係
す
る
市
町
が
共
通
す
る

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
内
水
解
析
や
被
害

軽
減
の
方
策
は
、
ま
ず
関

係
市
町
に
お
い
て
江
北
町

へ
の
流
入
を
防
ぐ
対
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
。

議
員　
総
合
排
水
計
画
で

は
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
し
て
内
水
被
害
の
軽
減

効
果
を
図
る
「
内
水
対
策

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
と

さ
れ
て
い
た
が
、
な
ぜ
未

だ
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い

の
か
。

町
長　
内
水
解
析
よ
り
も

ま
ず
、
町
外
か
ら
流
入
す

る
水
を
い
か
に
抑
え
る
か
、

関
係
市
町
に
お
い
て
江
北

町
へ
の
流
入
を
防
ぐ
対
策

を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

事
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
解
析
よ
り
も
関
係
市

町
と
連
携
、
協
力
す
る
体

制
づ
く
り
に
注
力
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

議
員　
江
北
町
総
合
排
水

計
画
策
定
の
背
景
に
対
策

推
進
は
、「
急
務
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
急
務

に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

総
務
政
策
課
長　

総
合
排

水
計
画
は
、
基
本
方
針
に

「
町
制
１
０
０
年
の
た
め

ビッキーのネオンサインについて
三み

苫と
ま 

紀き

美み

子こ

議
員

新店舗オープン予定　エキ・キタ

江
北
町
総
合
排
水

�

計
画
の
推
進
は

町
長　

内
水
解

析
よ
り
関
係
市

町
で
対
策
を
し

て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要

エ
キ・キ
タ
の

�

状
況
は

町
長　

町
が
関

与
し
て
テ
コ
入
れ

を
し
て
い
き
た
い

点灯による影響を十分に検討できていなかった
ことが現在の状況につながっている

町長
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一
般
質
問

議
員　
今
回
の
引
き
上
げ

は
２０
ト
ン
使
用
で
平
均
約

３０
％
の
大
幅
な
引
き
上
げ

と
な
る
。
町
民
の
暮
ら
し
、

営
業
に
も
大
き
な
負
担
増

と
な
る
。
改
定
後
の
料
金

に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

町
長　
一
定
の
引
き
上
げ

は
や
む
を
得
な
い
が
、
引

き
上
げ
の
内
容
に
も
う
少

し
議
論
が
必
要
で
あ
り
、

料
金
引
き
上
げ
に
あ
た
り
、

企
業
団
に
お
い
て
人
件
費

削
減
等
不
断
の
見
直
し
が

本
当
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
疑
問
を
持
っ
た
た
め
、

今
回
の
引
き
上
げ
案
に
反

対
し
た
。

議
員　
料
金
体
系
に
口
径

の
大
き
さ
で
料
金
を
区
分

す
る
「
口
径
別
料
金
」
が

導
入
さ
れ
、
算
定
は
基
本

料
金
と
従
量
料
金
を
組
み

合
わ
せ
た
二
部
料
金
制
に

変
更
さ
れ
る
が
、
口
径
別

料
金
体
系
が
導
入
さ
れ
た

経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
。

町
民
生
活
課
参
事　
水
道
施

設
整
備
費
用
は
、
費
用
負

担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

基
本
料
金
で
固
定
的
に
回

収
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
る
。
管
路
の

規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

整
備
費
用
も
か
か
る
た
め

口
径
の
大
き
さ
に
応
じ
て

費
用
を
負
担
す
る
口
径
別

料
金
が
導
入
さ
れ
た
。

町
長　
口
径
別
料
金
導
入

に
よ
り
基
本
料
金
が
大
幅

に
上
昇
し
、
大
き
な
負
担

と
な
る
た
め
、
負
担
軽
減

策
を
提
案
し
た
が
聞
き
入

れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

議
員　
今
回
の
大
幅
な
料

金
引
き
上
げ
は
、
国
か
ら

の
指
導
も
あ
る
か
と
思
う

が
、
他
市
町
並
み
に
水
道

料
金
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
国
へ
の
支
援
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

町
民
生
活
課
参
事　
佐
賀
西

部
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、

今
後
、
管
路
耐
震
化
、
老

朽
化
対
策
に
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
水

道
料
金
の
引
き
上
げ
の
み

で
は
必
要
な
予
算
確
保
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
た
め
、

財
政
支
援
拡
充
と
強
化
を

図
る
た
め
国
に
対
し
交
付

金
交
付
率
の
引
き
上
げ
等

を
要
望
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
料
金
改
定
後
、
町

民
の
負
担
が
ど
の
程
度
増

え
る
の
か
。
ま
た
下
水
道

料
金
も
あ
わ
せ
て
引
き
上

げ
と
な
る
の
か
。

町
民
生
活
課
参
事　
一
か
月

あ
た
り
使
用
料
２０
㎥
、
４

人
家
族
で
算
定
し
た
場
合
、

口
径
１３
ミ
リ
で
は
、
現
行

の
金
額
か
ら
７
９
０
円
の

増
額
（
１８
％
増
）。
口
径

２０
ミ
リ
で
は
、
現
行
の
金

額
か
ら
２
，
２
６
０
円
の

増
額
（
５１
％
増
）
と
な
る
。

下
水
料
金
は
、
引
き
上
げ

を
行
わ
な
い
。

水道料金引き上げについて
町長の見解を問う

土ど
ろ

渕ぶ
ち 

茂し
げ

勝か
つ

議
員

単位：円（税込）
市　町 10トン料金 20トン料金

佐賀市 1,573 3,872
唐津市 1,785 4,810
鳥栖市 1,815 3,630
伊万里市 2,310 4,950
鹿島市 1,936 4,356
小城市 1,815 3,751
玄海町 2,725 5,027
有田町 2,069 4,247
太良町 1,452 3,388
佐賀東部水道企業団 1,573 4,356
佐賀西部広域水道企業団構成市町
武雄市、多久市、嬉野市
大町町、江北町、白石町、白石町福富の一部
小城市三日月町の一部、牛津町、芦刈町
※佐賀西部広域水道は、2028年度以降の 口径13ミリの場合の「新料金」

佐賀県内市町の水道料金

2,519 5,709

口径 現行 改定後

13ﾐﾘ 4,400 5,190

20ﾐﾘ 4,400 6,660
（税抜き）

口径13ミリ ⇒ 790円増額
口径20ミリ ⇒ 2,260円増額

江北町としては反対した町長
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一
般
質
問

を
高
め
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
指
導
助
言
が
必
要
か
。

健
康
福
祉
課
長　

自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
日
頃
か

ら
健
康
状
態
を
正
し
く
把

握
し
、
体
調
の
変
化
に
気

づ
く
こ
と
が
重
要
。
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
自
己
防
衛
力
を
高
め
る

基
本
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
考
え
る
。

議
員　
が
ん
の
リ
ス
ク
や

可
能
性
を
評
価
す
る
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
検
査
を
追
加
で

き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

国
の
指

針
で
は
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検

査
は
推
奨
さ
れ
て
お
ら
ず
、

町
の
検
診
項
目
に
追
加
す

る
予
定
は
な
い
が
、
国
の

動
向
を
踏
ま
え
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
を
行
う
。

町
長　
特
定
健
診
受
診
率

が
低
率
で
あ
る
こ
と
に
大

変
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

今
後
、
受
診
率
向
上
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

議
員　
学
校
施
設
利
用
要

件
に
「
町
内
在
住
在
勤
、

在
学
す
る
者
で
１０
人
以
上

の
団
体
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場

合
要
件
に
該
当
す
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
団
体
構

成
員
の
中
に
町
内
に
在
住

在
勤
、
在
学
し
て
い
る
子

供
、
監
督
、
指
導
者
が
あ

わ
せ
て
１０
人
い
れ
ば
該
当

す
る
。

議
員　
ネ
イ
ブ
ル
の
指
定

管
理
者
が
変
わ
る
が
、
ど

の
様
に
事
務
を
引
き
継
ぐ

の
か
。

教
育
長　

引
き
継
ぎ
が
円

滑
に
進
む
よ
う
、
移
行
支

援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。

議
員　
施
設
利
用
を
許
可

す
る
際
、
町
内
外
の
ク
ラ

ブ
で
優
先
順
位
が
あ
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
内
ク

議
員　
上
区
区
長
か
ら
区

内
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

要
望
書
が
２
回
提
出
さ
れ

た
が
、
そ
の
回
答
は
。

地
域
づ
く
り
課
長　
１
回
目

は
、
職
員
と
コ
ン
サ
ル
業

者
、
２
回
目
は
、
職
員
の

み
で
現
地
確
認
を
し
た
。

２
回
と
も
地
元
区
長
へ
の

回
答
は
し
て
い
な
い
。
回

答
が
遅
れ
、
地
元
の
方
に

ご
心
配
を
お
か
け
し
た
。

今
後
は
、
適
宜
進
捗
状
況

を
お
伝
え
す
る
。
ま
た
、

測
量
設
計
予
算
を
令
和
８

年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
、

設
計
に
応
じ
て
工
事
予
算

を
補
正
す
る
予
定
。

町
長　
課
内
で
報
告
を
し

て
い
な
い
。
組
織
で
仕
事

を
す
る
と
い
う
こ
と
が
身

ラ
ブ
、
団
体
が
優
先
。

町
長　
町
内
ク
ラ
ブ
の
定

義
が
明
確
で
な
い
た
め
、

検
証
、
整
理
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
。

に
つ
い
て
い
な
い
。
こ
う

い
っ
た
状
況
を
一
日
も
早

く
払
拭
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
ト
ン
ネ
ル（
上
区
）

付
近
の
雑
草
を
定
期
的
に

除
去
で
き
な
い
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
草
刈
り

を
行
っ
て
も
草
が
す
ぐ
に

繁
茂
す
る
状
況
で
あ
る
た

め
、
今
後
防
草
シ
ー
ト
の

施
工
を
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員　
私
は
今
年
６
月
末

に
体
調
の
異
変
に
気
づ
き
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
を
受

診
し
た
。
改
善
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
佐
賀
県

医
療
セ
ン
タ
ー
好
生
館
を

紹
介
し
て
頂
き
、
受
診
し

た
結
果
、血
液
検
査
で「
悪

性
リ
ン
パ
腫
」
と
い
う
血

液
の
が
ん
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
町
で
は
、
町

民
の
健
康
の
保
持
増
進
を

図
ら
れ
て
い
る
。
今
年
度

の
特
定
健
診
受
診
率
の
目

標
値
と
実
際
の
受
診
率
は
。

健
康
福
祉
課
長　

目
標
率

は
６０
％
で
、
受
診
率
は

３１
・
２
％
。

議
員　
令
和
６
年
度
は
、

前
年
よ
り
前
立
腺
が
ん
、

乳
が
ん
以
外
の
検
診
受
診

者
数
が
減
少
し
た
要
因
は
。

健
康
福
祉
課
長　

職
場
検

診
や
人
間
ド
ッ
ク
、
医
療

機
関
で
の
任
意
検
診
等
、

受
診
方
法
の
多
様
化
、
医

療
機
関
で
の
定
期
検
診
等

が
減
少
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

議
員　
自
己
防
衛
の
意
識

畑
川
～
電
車
道
線
の
石
垣
の
崩
壊
の
対
応
は

地
域
づ
く
り
課
長　

８
年
度
当
初
予
算
で
設

計
費
を
計
上
し
、設
計
に
応
じ
て
工
事
予

算
を
補
正
す
る

池い
け

田だ 

和か
ず

幸ゆ
き

議
員

病気にかからないためには

石垣が崩壊した危険な箇所

学
校
施
設
の
開
放
と

ネ
イ
ブ
ル
の
使
用
は

町
長　
今
後
、き

ち
ん
と
検
証
、整
理

す
る
こ
と
が
大
事

自分の健康は自分で守るという意識を持ち健康状
態を正しく把握し、体調の変化に気づくことが重要

健康福祉課長
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一
般
質
問

議
員　

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
・

温
水
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

取
り
扱
い
は
決
定
し
て
い

る
の
か
。

町
長　
明
確
な
方
針
は
、

決
定
し
て
い
な
い
が
、
解

体
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。

議
員　
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
の
意
見
交
換
会
で
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
存

続
を
望
む
声
が
あ
っ
た
が
、

今
後
の
方
針
は
。

町
長　
施
設
の
目
的
、
利

用
状
況
、
解
体
経
費
さ
ら

に
、
解
体
後
の
利
用
者
の

受
け
入
れ
体
制
等
、
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
想
定
し
、
検

討
を
行
い
方
針
決
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
で

解
体
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
る
。

議
員　
今
年
度
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
４
か
所
の

ゲ
ー
ト
電
動
化
の
進
捗
状

況
は
。
ま
た
、
今
後
の
整

備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
今
年
度

計
画
し
て
い
た
４
か
所
は
、

１１
月
ま
で
に
全
て
整
備
を

完
了
し
た
。
ま
た
、
今
後

整
備
を
予
定
し
て
い
る
箇

所
は
、
事
前
落
水
ル
ー
ト

上
の
水
門
、
樋
管
直
近
の

水
門
で
数
は
、
最
大
で
１

２
４
。
製
造
業
者
が
１
社

の
み
の
た
め
、
今
後
量
産

体
制
を
確
立
し
て
い
き
た

い
。

議
員　
来
年
度
の
ゲ
ー
ト

電
動
化
整
備
箇
所
は
、
早

め
に
協
議
を
行
う
べ
き
だ

と
思
う
が
、
町
の
見
解
は
。

町
長　
電
動
化
の
効
果
を

適
切
に
発
揚
で
き
る
よ
う
、

早
め
に
箇
所
の
選
定
に
取

り
組
み
た
い
。

議
員　
来
年
度
の
整
備
箇

所
は
、
重
要
性
を
考
慮
し
、

排
水
樋
管
直
近
の
７
か
所

の
ゲ
ー
ト
を
優
先
的
に
整

備
し
て
い
た
だ
き
た
い
が

ど
う
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
今
年
度

整
備
し
た
４
か
所
に
つ
い

て
も
樋
管
直
近
の
ゲ
ー
ト

を
整
備
し
て
い
る
。
来
年

度
の
整
備
箇
所
に
つ
い
て

も
、
樋
管
直
近
の
ゲ
ー
ト

か
ら
整
備
す
る
よ
う
排
水

対
策
連
絡
会
で
提
案
し
た

い
。
最
終
的
な
設
置
箇
所

の
決
定
に
つ
い
て
は
、
水

系
ご
と
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
洪
水
の
特
別
警
報

創
設
等
、
気
象
業
務
法
が

改
正
さ
れ
た
が
、
こ
の
改

正
に
よ
り
町
の
避
難
情
報

の
発
令
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　
法
改
正
の
内
容
を

精
査
し
、
今
後
の
避
難
情

報
発
令
の
在
り
方
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
内
水
氾
濫
対
策
協

議
の
た
め
小
城
市
、
大
町

町
と
実
務
者
協
議
を
求
め

て
い
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

地
域
づ
く
り
課
長　
大
町
町

と
は
、
流
域
治
水
対
策
に

つ
い
て
協
議
し
、
今
後
も

引
き
続
き
対
策
を
検
討
す

る
。
小
城
市
と
は
、
令
和

８
年
１
月
に
協
議
予
定
。

我が町の防災対策について
今後の取り組みは

西に
し

原は
ら 

好よ
し

文ふ
み

議
員

電動化が完了した水門

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
・

温
水
プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

今
後
の
取
り
扱
い
は

町
長
　
解
体
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

解体が検討されている老人福祉センター

解体が検討されるB&G体育館

効果を適切に発揚できるよう、早めに整備箇所の
選定に取り組みたい

町長
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質
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農
業
法
人
、
企
業
の
農
地

集
積
等
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

議
員　
野
生
鳥
獣
の
生
息

地
と
農
地
が
隣
接
し
て
い

る
為
、
鳥
獣
被
害
を
受
け

や
す
い
が
、
町
の
対
応
は
。

地
域
づ
く
り
課
長　
杵
島
地

区
有
害
鳥
獣
広
域
駆
除
対

策
協
議
会
に
負
担
金
を
拠

出
し
、
大
町
と
広
域
的
に

対
応
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ

シ
等
の
対
策
は
、
捕
獲
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
電

気
牧
柵
・
緩
衝
帯
の
設
置

補
助
を
実
施
す
る
。
ま
た

中
山
間
地
７
地
区
で
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
班
を
設
置
し

て
い
る
。

議
員　
平
地
と
比
較
し
て

農
業
所
得
が
低
く
、
特
に

転
作
の
大
豆
に
は
登
熟
不

良
等
に
よ
り
収
穫
が
で
き

な
い
圃
場
が
あ
る
が
、
町

は
こ
の
現
状
を
ど
う
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
米
、
麦
、

大
豆
は
収
穫
量
に
平
坦
部

と
大
き
な
差
は
な
い
が
、

裏
作
の
作
付
け
率
が
低
い

こ
と
に
加
え
、
区
画
が
狭

く
、
作
業
効
率
が
悪
く
労

働
力
が
多
く
必
要
と
な
る

等
、
複
合
的
な
要
因
に
よ

り
農
業
所
得
が
低
く
な
る

傾
向
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

議
員　
中
山
間
地
農
業
に

対
し
、
国
か
ら
の
支
援
制

度
以
外
に
、
町
独
自
の
支

援
は
で
き
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
、
現
在
、

国
・
県
の
補
助
、
支
援
事

業
を
有
効
に
活
用
し
、
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
支
援

と
は
、
必
ず
し
も
金
銭
的

な
も
の
に
限
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

観
音
下
区
へ
企
業
を
誘
致

し
、
農
業
の
担
い
手
を
確

保
す
る
等
の
取
り
組
み
も

進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
中
山
間
地
域

の
魅
力
を
情
報
発
信
し
、

中
山
間
地
農
業
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。

議
員　
中
山
間
地
農
業
に

お
い
て
畦
畔
の
除
草
作
業

は
重
労
働
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
小
作
契
約
を
締
結
す

る
際
、
農
業
委
員
会
か
ら

地
権
者
が
畦
畔
管
理
す
る

よ
う
に
提
案
で
き
な
い
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

利

用
権
設
定
手
続
き
の
際
、

地
権
者
へ
一
言
、
畦
畔
の

除
草
作
業
に
協
力
い
た
だ

く
よ
う
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
可
能
だ
と
思
う
。

議
員　
国
は
重
点
支
援
地

方
交
付
金
を
活
用
し
て
お

米
券
の
配
布
を
推
奨
し
て

い
る
が
、
町
は
お
米
券
を

配
布
す
る
の
か
。

町
長　
現
時
点
で
は
、
国

の
方
針
が
明
確
で
な
い
た

め
、
お
米
券
の
配
布
は
国

の
動
向
を
見
極
め
て
判
断

し
て
い
き
た
い
。

議
員　
農
家
の
方
は
、
米

価
格
の
高
止
ま
り
で
米
離

れ
を
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

お
米
券
に
限
ら
ず
米
の
消

費
拡
大
に
繋
が
る
事
業
を

お
願
い
で
き
な
い
か
。

町
長　
農
業
に
資
す
る
取

り
組
み
で
あ
る
な
ら
必
要

だ
と
思
う
が
、
お
米
券
配

布
が
中
長
期
的
な
米
の
消

費
拡
大
に
つ
な
が
る
の
か

と
い
っ
た
こ
と
も
検
討
し
、

今
回
の
交
付
金
の
使
途
を

決
め
た
い
。

議
員　
中
山
間
地
域
は
、

日
本
の
総
面
積
の
６
割
を

占
め
、
農
地
面
積
、
農
業

経
営
体
数
、
農
業
産
出
額

は
そ
れ
ぞ
れ
４
割
を
占
め

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
我
が
町
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
町
の
中

山
間
地
域
の
割
合
は
、
農

地
面
積
１０
％
（
１
０
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
経
営
体
数

１８
％
（
７２
戸
）
産
出
額

１０
％（
約
２
億
４
千
万
円
）

と
な
っ
て
い
る
。

議
員　
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
り
全
国
的
に
農
家

戸
数
が
減
少
し
て
お
り
、

特
に
中
山
間
地
で
は
担
い

手
不
足
が
深
刻
だ
が
、
町

の
対
応
は
。

町
長　
中
山
間
地
農
業
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き

参
画
し
た
い
と
い
う
人
た

ち
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

地
域
づ
く
り
課
長　
一
部
地

域
で
農
業
法
人
や
企
業
の

参
入
が
で
き
た
。
今
後
も

地
域
と
マ
ッ
チ
ン
グ
が
叶

え
ば
県
等
の
協
力
を
得
て

我が町の中山間地域の農業は
今後どうなる

田た

中な
か 

宏ひ
ろ

之ゆ
き

議
員

中山間地域に町の支援を

お
米
券
配
布
、

�

町
の
対
応
は

町
長　
国
の
動
向
を

見
極
め
て
判
断
し
た
い

効果的な鳥獣被害対策

中山間地農業の魅力を知っていただき、参画した
いという人を増やしていきたい

町長
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議
員　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
の
意
見
交
換
会
に
て
、

在
宅
介
護
の
家
族
に
対
し

何
か
援
助
を
と
の
声
が

あ
っ
た
。
現
在
の
町
内
要

介
護
４
、
要
介
護
５
の
方

の
数
、
ま
た
在
宅
介
護
中

の
方
の
数
は
。

健
康
福
祉
課
長　

令
和
７

年
９
月
末
で
要
介
護
４
は

７７
名
、
要
介
護
５
は
３７
名
、

そ
の
う
ち
在
宅
介
護
中
の

方
は
７
名
。

議
員　
突
然
の
事
故
や
病

で
介
護
が
必
要
な
状
況
が

誰
に
で
も
訪
れ
る
。
家
族

が
在
宅
で
担
う
介
護
負
担

を
少
し
で
も
労
う
た
め
、

家
族
介
護
慰
労
金
制
度
を

町
で
導
入
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　
生
活
の
や
り
繰
り

が
難
し
い
中
で
何
か
支
援

の
手
が
必
要
と
言
う
お
声

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
当
然
耳
を
傾
け
る
必

要
が
あ
る
が
、
在
宅
介
護

は
、
全
国
的
な
問
題
の
た

め
国
を
動
か
す
よ
う
な
こ

と
も
必
要
だ
と
思
う
。

議
員　
野
生
動
物
に
よ
る

農
作
物
被
害
は
全
国
的
に

深
刻
な
事
態
に
あ
る
中
、

捕
獲
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
今
後
の
人

材
育
成
は
急
務
。
町
の
人

材
育
成
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
町
に
人

材
育
成
計
画
は
な
い
が
、

杵
藤
地
区
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
の
中
に
①
新
規
狩
猟

者
の
確
保
・
育
成
②
鳥
獣

被
害
防
止
の
研
修
会
開
催

③
狩
猟
者
を
リ
ー
ダ
ー
に

地
域
ぐ
る
み
の
捕
獲
体
制

整
備
と
い
っ
た
人
材
育
成

方
針
が
あ
り
、
そ
の
方
針

に
そ
っ
た
人
材
育
成
に
努

め
て
い
る
。

議
員　
空
調
整
備
は
計
画

ど
お
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
政
策
課
長　

さ
わ
や

か
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

設
置
終
了
し
利
用
可
能
。

ネ
イ
ブ
ル
は
職
員
が
２
週

に
１
度
立
会
い
、
進
捗
状

況
を
確
認
し
て
お
り
、
現

状
工
程
通
り
進
捗
し
て
い

る
。
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
工
事
完
了
予
定
。

議
員　
ネ
イ
ブ
ル
は
、
指

定
避
難
所
だ
が
工
事
中
は

使
用
が
難
し
い
。
工
事
期

間
中
の
代
替
え
の
避
難
所

は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

総
務
政
策
課
長　

指
定
避

難
所
は
、
ネ
イ
ブ
ル
以
外

に
１０
か
所
あ
り
、
避
難
所

開
設
が
必
要
な
場
合
、
災

害
の
規
模
、
種
類
等
に

よ
っ
て
適
宜
お
知
ら
せ
を

し
て
い
く
。

議
員　
以
前
の
答
弁
で
エ

キ
・
キ
タ
利
用
者
へ
役
場

駐
車
場
を
土
日
開
放
、「
エ

キ
・
キ
タ
の
日
」
を
つ
く

る
と
発
言
さ
れ
た
が
、
い

つ
開
始
と
な
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
土
日
に

役
場
駐
車
場
を
利
用
い
た

だ
い
て
差
し
支
え
な
い
。

ま
た「
エ
キ
・
キ
タ
の
日
」

は
、
土
曜
日
の
賑
わ
い
づ

く
り
を
目
標
に
、
店
舗
の

方
と
意
見
交
換
を
重
ね
方

法
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
賑
わ
い
創
出
の
た

め
、
新
た
な
集
客
の
た
め

に
自
動
販
売
機
を
設
置
し
、

将
来
的
に
「
自
動
販
売
機

の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

町
長　
自
動
販
売
機
を
設

置
す
る
こ
と
で
店
を
開
け

な
く
て
も
商
品
を
提
供
で

き
る
た
め
「
自
動
販
売
機

の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
」
の

ア
イ
デ
ア
は
面
白
い
。
町

と
し
て
事
業
性
を
考
え
て

指
示
を
出
す
。

酒さ
か

井い 

明あ
き

子こ

議
員

在宅介護中の家族介護者に対し、
家族介護慰労金を求む

空調工事中　ネイブル

エキ・キタに賑わいを

エ
キ・キ
タ
の
賑
わ
い

�

再
度
求
む

町
長　
「
自
動
販

売
機
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
化
」の
ア

イ
デ
ア
は
面
白
い

野
生
動
物
被
害
の
解

決
へ
向
け
人
材
育
成

計
画
策
定
を
求
む

地
域
づ
く
り
課
長

杵
藤
地
区
鳥
獣 

被
害
防
止
計
画
に

そ
っ
た
人
材
育
成

に
努
め
て
い
る

ネ
イ
ブ
ル
空
調
工
事

�

進
捗
状
況
は

総
務
政
策
課
長　

工
程
ど
お
り
進
捗

し
、令
和
７
年
度

末
ま
で
に
工
事
完

了
予
定

全国的な問題だが、生活のやりくりが難しい中で何か支援の手
をと言うお声があるなら、町として当然耳を傾ける必要がある

町長
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的
に
制
限
は
な
い
が
、
利

用
回
数
は
、
月
８
回
ま
で

と
制
限
が
あ
る
。
利
用
料

は
、
片
道
１
０
０
円
（
燃

料
代
等
実
費
の
一
部
）
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員　
日
曜
祝
日
を
休
業

と
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
行
事
の
多
く

が
日
曜
祝
日
に
開
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
行

事
に
高
齢
者
の
方
々
が
参

加
い
た
だ
く
こ
と
が
、
健

康
づ
く
り
、
孤
立
防
止
、

地
域
の
賑
わ
い
創
出
に

も
つ
な
が
り
、
町
営
タ
ク

シ
ー
本
来
の
目
的
で
あ
る

移
動
支
援
に
も
合
致
す
る

も
の
と
考
え
る
。
柔
軟
な

運
行
体
制
を
検
討
で
き
な

い
か
。

町
長　
せ
っ
か
く
町
と
し

て
事
業
に
乗
り
出
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
こ
そ
と
思
っ
て

い
る
が
、
ま
ず
一
定
の
制

限
、
条
件
を
つ
け
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

議
員　
タ
ク
シ
ー
業
者
が

１
社
町
内
か
ら
撤
退
さ
れ

る
が
、
江
北
駅
の
構
内
タ

ク
シ
ー
（
駅
構
内
で
待
機

す
る
タ
ク
シ
ー
）
は
今
後

ど
う
な
る
の
か
。
新
た
に

町
外
の
事
業
者
の
乗
り
入

れ
も
可
能
と
な
る
の
か
。

町
長　
構
内
タ
ク
シ
ー
は
、

Ｊ
Ｒ
が
指
定
す
る
。
町
内

外
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
３

社
が
今
現
在
Ｊ
Ｒ
に
構
内

タ
ク
シ
ー
の
申
請
を
さ
れ

て
い
る
。

議
員　
町
営
タ
ク
シ
ー
は

江
北
駅
の
構
内
タ
ク
シ
ー

に
参
入
す
る
予
定
は
あ
る

の
か
。

町
長　
町
は
、
構
内
タ
ク

シ
ー
に
参
入
す
る
予
定
は

な
い
。
民
間
の
事
業
者
に

お
任
せ
し
て
町
は
そ
れ
以

外
の
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り

カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
町
に
は
共
助
の
取

り
組
み
と
し
て
移
動
支
援

を
さ
れ
て
い
る
団
体
が
複

数
あ
る
が
、
今
後
町
か
ら

支
援
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

町
長　
町
に
は
、
大
西
区

民
を
対
象
に
移
動
支
援
を

さ
れ
て
い
る
『
大
西
未
来

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
』
と

町
内
一
円
を
対
象
と
し

た
『
こ
う
ほ
く
移
動
支
援

チ
ー
ム
』
の
２
つ
の
団
体

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
で
支
援
対
象
、
内
容
に

違
い
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

支
援
チ
ー
ム
の
活
動
と
連

携
し
て
町
営
タ
ク
シ
ー
を

運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

議
員　
町
営
タ
ク
シ
ー
は

事
前
登
録
制
と
な
っ
て
い

る
が
、
町
の
利
用
者
登
録

を
す
る
と
同
時
に
そ
の
他

の
移
動
支
援
チ
ー
ム
に
も

会
員
登
録
で
き
な
い
か
。

町
長　
そ
れ
ぞ
れ
利
用
条

件
や
支
援
内
容
が
違
う
た

め
同
時
に
登
録
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

議
員　
町
営
タ
ク
シ
ー
事

業
を
実
施
し
、
高
齢
者
の

移
動
手
段
確
保
に
、
町
が

確
実
に
一
歩
前
進
し
た
こ

と
を
評
価
し
た
い
。
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
移
動
支

援
の
取
り
組
み
に
期
待
し

た
い
。

町
長　
住
民
の
皆
さ
ん
、

民
間
事
業
者
さ
ん
、
行
政

の
『
三
位
一
体
』
で
町
の

こ
れ
か
ら
の
移
動
手
段
の

確
保
を
し
て
い
く
。

議
員　
来
年
４
月
運
行
を

開
始
す
る
町
営
タ
ク
シ
ー

は
、
有
償
運
送
な
の
か
無

償
運
送
な
の
か
。
現
在
の

進
捗
状
況
、
ま
た
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
る
。

町
長　
町
営
タ
ク
シ
ー
は

軽
乗
用
車
２
台
で
運
行
予

定
。
無
償
運
送
で
先
ず
始

め
た
い
。
６５
歳
以
上
で
運

転
免
許
証
を
持
た
な
い
方
、

車
を
持
た
な
い
方
が
対
象
。

運
行
範
囲
は
、
町
内
限
定
、

運
行
日
時
は
、
平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
で
日

曜
祭
日
、
年
末
年
始
は
休

業
す
る
。
ま
た
、
利
用
目

三位一体（町民・行政・事業者）の
町営タクシー事業を望む

古こ

賀が 

里さ
と

美み

議
員

今後どうなる　構内タクシー

令和８年４月運行開始

高齢者へ移動支援を

町営タクシーは令和８年４月運行開始
三位一体で町のこれからの移動手段の確保をしていく

町長
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問　

令
和
８
年
度
か
ら

ネ
イ
ブ
ル（
佐
賀
の
へ
そ・�

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
）�

の
指
定
管
理
者
と
な
る
業

者
は
、
施
設
管
理
等
業
務

の
実
績
が
な
い
。
適
切
に

施
設
が
維
持
管
理
さ
れ
る

よ
う
、
町
が
必
要
な
指
導

や
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
ど
う
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
新
た
な

指
定
管
理
者
に
施
設
管
理

業
務
の
実
績
は
な
い
が
、

福
祉
事
業
を
展
開
さ
れ
て

お
り
、
そ
う
い
っ
た
経
験

の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
、
対
応
さ
れ
る
予
定
。

ネ
イ
ブ
ル
の
人
事
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
適
切
に

確
認
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

新
た
な
指
定
管
理
者
か
ら

は
、
町
民
を
主
体
と
し
た

運
営
委
員
会
を
開
催
し
、

利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が

ら
今
後
の
事
業
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
意
向
が

示
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し

て
、
町
民
の
声
が
適
切
に

事
業
に
反
映
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
て
い
き
た
い
。

町
民
生
活
課
参
事　
口
径
２０

ミ
リ
を
１３
ミ
リ
に
サ
イ
ズ

ダ
ウ
ン
す
る
場
合
、
１
万

円
前
後
の
費
用
が
か
か
る

見
込
み
。

問　

町
内
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
施
設
は
、
利
用

者
数
に
対
し
、
手
狭
に
感

じ
る
が
、
国
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
施
設
の
拡
充
、
改
善

の
予
定
は
あ
る
か
。

子
育
て
支
援
係
長　
う
る
る
、

ネ
イ
ブ
ル
は
児
童
一
人
あ

た
り
に
対
す
る
面
積
基
準

を
満
た
し
て
い
る
。
毎
年

１０
人
か
ら
２０
人
程
度
利
用

者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

民
間
の
ク
ラ
ブ
と
調
整
し

受
け
入
れ
を
し
て
い
る
。

今
後
も
希
望
者
が
増
加
し

た
場
合
、
適
宜
協
議
し
調

整
し
て
い
き
た
い
。

問　

運
転
免
許
証
を
返

納
さ
れ
た
方
に
交
付
さ
れ

て
い
る
タ
ク
シ
ー
券
を
令

和
８
年
４
月
か
ら
運
行
開

始
予
定
の
町
営
タ
ク
シ
ー

で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

る
か
。

総
務
政
策
課
長
代
理　

町
営

タ
ク
シ
ー
で
は
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
タ
ク

シ
ー
券
は
、
町
営
タ
ク

シ
ー
以
外
の
民
間
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
際
に
使

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

水
道
量
水
器
の
口

径
を
減
径
（
サ
イ
ズ
ダ
ウ

ン
）
に
要
す
る
費
用
を
補

助
す
る
事
業
を
実
施
す
る

が
、
一
般
的
に
量
水
器
の

減
径
に
ど
の
程
度
の
費
用

が
か
か
る
の
か
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
及
び
議
件
に
つ
い

て
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

①
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

　
空
調
整
備
状
況
を
確
認
。

東
側
に
設
置
さ
れ
た
天
井

吊
下
式
エ
ア
コ
ン
が
一
般

的
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

設
置
方
法
で
あ
っ
た
。
耐

震
性
等
不
安
が
あ
り
、
定

期
的
な
点
検
を
求
め
た
。

②
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
を
確
認
。
屋
外
カ
メ
ラ

は
、
防
犯
対
策
と
し
て
不

審
者
へ
の
対
応
が
適
切
に

で
き
て
い
た
。
屋
内
カ
メ

⃝
�

江
北
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

⃝
�

江
北
町
火
入
れ
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

⃝
�

江
北
町
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

⃝
�

児
童
福
祉
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

ラ
は
児
童
虐
待
防
止
等
に

効
果
が
あ
る
が
、
児
童
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の

配
慮
が
必
要
な
た
め
、
適

切
な
管
理
・
運
用
を
求
め

た
。

③
ネ
イ
ブ
ル（
空
調
工
事
）

　
多
目
的
ホ
ー
ル
に
設
置

す
る
だ
け
で
効
果
を
発
揮

す
る
輻
射
式
空
調
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
、
工
事
中
。

令
和
８
年
３
月
ま
で
に
設

置
完
了
予
定
。

総

務

文

教

常
任
委
員
会

口径サイズダウンに補助を実施

施設拡充が必要では

空調設置工事中 設置された防犯カメラ

吊り下げ式エアコン

総
務
文
教
常
任
委
員
会
町
内
等
視
察

条

例

改

正

11 令和７年12月 定例会
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問　

江
北
町
火
入
れ
に

関
す
る
条
例
で
は
、「
町

の
森
林
又
は
、
森
林
の
周

囲
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
内
の
土
地
」
に
お
け
る

火
入
れ
に
関
す
る
許
可
手

続
き
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
る
が
、
こ
の
範
囲
外
で

火
入
れ
を
行
う
場
合
の
許

可
申
請
先
は
ど
こ
に
な
る

の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
条
例
に

規
定
す
る
以
外
の
土
地
で

火
入
れ
を
行
う
場
合
は
、

白
石
消
防
署
が
許
可
申
請

先
と
な
る
。
た
だ
し
、
町

の
よ
う
に
許
可
証
は
交
付

さ
れ
な
い
。

問　

届
け
出
を
せ
ず
、

火
入
れ
を
行
っ
た
場
合
に

罰
則
は
あ
る
の
か
。

問　
出
産
・
子
育
て
応
援

事
業
で
、
国
へ
返
還
す
る

た
め
と
し
て
２
７
５
万
３

千
円
の
予
算
が
補
正
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

給
付
金
支
給
対
象
者
の
数

が
減
少
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

当
初
は
、

給
付
金
の
予
算
が
不
足
し

な
い
よ
う
予
算
額
を
多
く

見
込
ん
で
い
た
。
給
付
金
、

人
件
費
等
の
事
務
経
費
の

実
質
支
出
額
が
見
込
よ
り

少
な
か
っ
た
た
め
返
還
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

福
祉
課
長
代
理　

給
付
金

支
給
実
績
は
、
令
和
５
年

度
が
１
１
２
人
、
令
和
６

年
度
は
７９
人
と
減
少
し
て

い
る
。
令
和
７
年
度
は
、

前
年
度
と
同
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。

農
政
係
長　

森
林
法
に
罰

則
規
定
が
あ
る
。
許
可
な

く
火
入
れ
を
し
た
場
合
、

２０
万
円
以
下
の
罰
金
（
保

安
林
の
場
合
３０
万
円
以

下
）。
ま
た
、
他
人
の
森

林
を
焼
い
た
場
合
３０
万
円

以
下
の
罰
金
（
保
安
林
の

場
合
５０
万
円
以
下
）
等
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。

問　

豪
雨
等
の
影
響
に

よ
り
農
地
法
面
が
崩
壊
し

た
観
音
下
地
区
２
か
所
の

災
害
復
旧
事
業
を
行
う
予

定
だ
が
、
受
益
者
分
担
金

の
支
払
い
は
誰
が
す
る
の

か
。

農
地
防
災
係
長　

今
回
復

旧
を
行
う
農
地
の
所
有
者

の
方
が
受
益
者
分
担
金
を

支
払
う
こ
と
に
な
る
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
、
及
び
議
件
に
つ

い
て
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

①
町
道
東
分
～
下
惣
線

�

交
通
安
全
対
策

　
歩
道
の
嵩
上
げ
に
よ
る

冠
水
対
策
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
隣
接
す
る
田
畑
へ

の
水
の
流
入
を
考
慮
し
た

工
事
方
法
を
検
討
す
る
よ

う
要
望
し
た
。

②
長
江
湖
排
水
樋
管

　
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い

た
排
水
樋
管
に
上
が
る
階

段
は
、
国
交
省
に
よ
り
整

備
さ
れ
、
ま
た
法
面
は
、

③
観
音
下
区
農
地 

　
鹿
島
市
の
農
業
法
人
が

参
入
予
定
の
観
音
下
地
区

内
の
農
地
を
視
察
し
た
。

④
上
区
内
危
険
箇
所

　
一
般
質
問
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
、
上
区
内
の
石
垣

が
崩
壊
し
て
い
る
危
険
箇

所
を
視
察
。
住
民
の
方
か

ら
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

⑤
町
道
安
坂
線

　
９
月
に
施
工
し
た
対
策

で
落
石
対
策
は
で
き
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、

今
後
も
道
路
通
行
者
の
安

全
確
保
の
た
め
継
続
的
な

経
過
観
察
を
求
め
た
。

町
で
張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
施
工
す
る
と
い
っ
た
安

全
対
策
が
取
ら
れ
て
い
た
。

産

業

厚

生

常
任
委
員
会

火入れには許可が必要

崩壊した法面

機能的な冠水対策を

法面のコンクリート電動化されたゲート

落石対策状況を確認

整備された安全な階段

出産・子育てを応援

産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

町
内
視
察
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◆
町
営
タ
ク
シ
ー
事
業

�

（
北
海
道　
増
毛
町
）

　
本
町
で
は
令
和
８
年
４

月
よ
り
町
営
タ
ク
シ
ー
事

業
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い

る
た
め
先
進
地
で
あ
る
増

毛
町
の
「
有
償
旅
客
運
送

事
業　

あ
っ
ぷ
る
ハ
イ

ヤ
ー
」
を
視
察
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
の
運
行
終
了
、
民

間
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
撤

退
等
に
よ
り
地
域
住
民
の

移
動
手
段
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
り
、
令
和
３
年

４
月
、
町
職
員
が
公
用
車

を
使
用
し
、
当
初
、
無
償

運
送
で
事
業
を
開
始
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
は
、
有
償
運
送

（
＝
空
地
型
輪
作
）
に
つ

い
て
研
修
を
行
っ
た
。

岩
見
沢
市
は
、
平
成
１８
年

よ
り
国
も
省
力
化
の
一
つ

と
し
て
推
奨
し
て
い
る

「
乾
田
直
播
水
稲
」
に
取

組
ま
れ
て
お
り
、
当
初
作

付
け
面
積
２
ha
程
度
か
ら

市
全
体
の
作
付
け
面
積
の

２５
％
、１
，２
３
７
ha（
令

和
６
年
度
）
ま
で

規
模
を
拡
大
さ
れ

た
。
畑
作
物
の
連

作
障
害
回
避
等
の

た
め
、
４
種
の
作

物
を
４
年
間
で

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

し
て
栽
培
す
る
独

自
の
「
空
地
型
輪

作
」
の
一
品
目
と

し
て
乾
田
直
播
水

稲
を
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
、

ス
マ
ー
ト
農
業
に

も
い
ち
早
く
取
り

組
ま
れ
て
い
た
。

◆
乾か
ん
田で
ん
直ち
ょ
く

播は

水
稲

�

（
北
海
道
・
岩
見
沢
市
）

　
乾
田
直
播
水
稲
（
乾
い

た
畑
状
態
の
水
田
に
直
接

稲
の
種
も
み
を
ま
き
、
発

芽
・
生
育
後
に
水
を
入
れ

て
育
て
る
水
稲
栽
培
方

法
）
と
地
区
の
気
候
に
適

し
た
畑
作
物
や
水
稲
を
取

り
入
れ
た
独
自
の
輪
作

に
変
更
さ
れ
、
現
在
は
、

車
両
２
台
、
会
計
年
度
任

用
職
員
を
３
名
雇
用
し
、

事
業
を
運
営
さ
れ
て
い
る
。

◆
ス
マ
ー
ト
農
業
・

高
品
質
・
良
食
味
米
生
産

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�（
北
海
道　
新
十
津
川
町
）

　
高
齢
化
に
よ
る
農
家
戸

数
の
減
少
、
労
働
力
不
足

を
見
据
え
、
平
成
３０
年
か

ら
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散

布
、
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム

　
議
長
が
町
議
会
を
代
表

し
、
対
外
活
動
等
の
た
め

に
支
出
し
た
交
際
費
を
公

表
し
ま
す
。

⃝

交
際
費
支
出
状
況
⃝

（
令
和
７
年
１０
月
～

�

１２
月
支
出
）

（�

管
理
期
間
）�

令
和
８
年
４
月
～

�　
１３
年
３
月
（
５
年
間
）

〇
佐
賀
の
へ
そ
・

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

（�

指
定
管
理
者
）�

株
式
会
社
Ｓ
．
Ｋ

（�

管
理
期
間
）�

令
和
８
年
４
月
～

�　
１３
年
３
月
（
５
年
間
）

項　目 件　数 支出額

会費 ３ 18,5００

合計 ３ 18,5００

条

例

改

正

増毛町　あっぷるハイヤー

指
定
管
理
者
の

�

指
定
に
つ
い
て

議
長
交
際
費
の
公
表

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
議
会
の
議
決

が
必
要
と
な
る
。
１２
月
定

例
会
で
は
、
町
内
２
施
設

の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

〇
白
木
パ
ノ
ラ
マ
孔
園

（�

指
定
管
理
者
）�

有
限
会
社　
創
立

等
の
導
入
に
よ
り
、
農
作

業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、

少
人
数
で
も
経
営
面
積
の

維
持
、
拡
大
が
で
き
る
よ

う
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

て
い
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
か
ら

は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
技

術
を
活
用
し
た
「
高
品

質
・
良
食
味
生
産
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
取
り
組

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
令
和

８
年
３
月
に
は
、「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」
を
行
い
、
有
機
農
業

の
拡
大
、
推
進
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
方
針
を
打
ち

出
さ
れ
て
い
た
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

�

行
政
視
察
研
修
報
告

（
１０
月
１
日
～
３
日
）

空知型輪作＝空知の「強み」を活かした輪作
～空知の気候に適した畑作物や水稲を取り入れた輪作～

【空知型輪作に取り組む理由】

・畑作物の連作障害回避
・雑草・病害虫低減
・各作物の収量向上

小麦の眼紋病 小麦 立枯病発生ほ場

7

空知型輪作の主な品目と体系例

営 業 日

受付時間

利用料金

月曜日～日曜日
平日 9:00～23:30
日曜日 9:00～17:00
初乗り ～1.7km
平日 300円 土日 500円
夜間 600円 以降 700m毎：100円

増毛町　運行内容
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　丙午（ひのえうま）は江戸時代の「八百屋お七」の逸話をきっかけに、「この年に生ま
れた女性は気性が激しい」といった迷信が広まったとされています。その影響は大きく、
明治や昭和の丙午の年には出生数が大きく減少しました。しかし、これは科学的根拠のな
い言い伝えにすぎません。時代が進み、私たちは多様な価値観の中でいきています。過去
の迷信をしりつつも、それにとらわれず、一人ひとりの個性や生き方を尊重する社会であ
りたいものです。

　
２
０
２
６
年
最
初
の
議
会
だ

よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
広
報

委
員
と
し
て
３
年
目
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
の
動

き
を
分
か
り
や
す
く
、
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
広
報
を
目

指
し
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�

（
古
賀
）

委
員
長�

池
田　
和
幸

副
委
員
長�

土
渕　
茂
勝

�

田
村　
　
康

�

古
賀　
里
美

�

酒
井　
明
子

編

集

後

記

議
会
広
報
委
員
会

60年に一度の丙午（ひのえうま）60年に一度の丙午（ひのえうま）

ひのえ うま

十干 十二支

木 火 土 水金五行

酉

丁

丙

乙
甲癸

壬

辛

庚
己 戊 戌

亥

子

丑
寅卯辰

巳

午

未
申

2026年

塞翁が馬の精神を大事に。
（さいおうがうま）
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